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冬の雑木林で林床に生えたシノブゴケをじーっと眺めていたら、コケにそっくりなミカド

シリブトガガンボの幼虫が見つかりました。体色と体に生えたトゲトゲ（肉質突起、柔らか

い）で、エサでもあるコケにみごとに擬態しています。体の側面のトゲは足の役割もはたし

ていて、これを動かしてコケの中を移動するそうです。

アザミ類の花を訪れた移動中のアサギマダラ（2010。10。7 飯田市北方）

シノブゴケ類に擬態したミカドシリブトガガンボの幼虫 上：手のひらにのせた幼虫 下：みごとすぎる隠蔽擬態
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